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日本化学会第106回春季年会における研究発表のお知らせ 

株式会社アイビー化粧品（本社：東京都港区赤坂 社長：白銀浩二）は、令和8年 3月17日～20

日に開催の日本化学会第106回春季年会において、共同研究先である工学院大学が下記の研究

発表を行ったことをお知らせいたします。 

記 

1. 研究発表タイトル 

ゲンノショウコ由来免疫調節物質の探索 

 

2. 概要 

本研究は、株式会社アイビー化粧品と工学院大学との共同研究です。Kynurenine 

(KYN) は免疫細胞の働きを抑制するため、KYN産生阻害剤は、新規がん免疫療法剤として

の応用が期待されています。本研究では、A431細胞においてIFN-により誘導されるKYN

産生を阻害する化合物を天然資源より探索した結果、生薬であるゲンノショウコの80％

EtOH抽出物に活性を見出しました。また、各種カラムクロマトグラフィーにより単離し

た活性成分は、各種スペクトル解析の結果、エラグ酸（ellagic acid）であることを見出し

ました。 

 

3. 今後業績に与える影響 

現時点では、当期業績への影響はございません。 
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